
（１） 2022 年 3 月 14 日（月） 　　　　　　　　　　インピーダンス　　　　　　　　　　　　　　　　　No.2577

        No. 2577
2022 年 3 月 14 日

　

日
本
共
産
党
の
志
位
委

員
長
は
３
日
、
日
本
維
新

の
会
が「
核
共
有
」を「
提

言
」
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

「
断
じ
て
許
す
わ
け
に
い

か
な
い
議
論
だ
」
と
批
判
、

撤
回
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　

志
位
氏
は
、
ロ
シ
ア
の

プ
ー
チ
ン
政
権
が
核
兵
器

に
よ
る
威
嚇
を
公
然
と
行

日
本
を
核
戦
争
に
導
く
危
険

維
新
は
「
核
共
有
提
言
」
撤
回
せ
よ

　
　
　
日
本
共
産
党  

志
位
委
員
長
が
批
判

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
犠
牲
者

の
テ
レ
ビ
報
道
に
接
す
る

と
、
怒
り
と
悲
し
み
で
心

が
震
え
る
。
総
が
か
り
行

動
実
行
委
員
会
主
催
の
ロ

シ
ア
抗
議
の
集
会
が
あ
る

と
知
っ
て
、
友
人
と
11
日

午
後
６
時
新
宿
中
央
公
園

に
行
っ
た
。

　

落
合
恵
子
さ
ん
は
「
ロ

シ
ア
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
さ

く
さ
に
紛
れ
て
核
を
持
と

う
と
い
う
人
た
ち
に
も

怒
っ
て
い
ま
す
」「
諦
め
ず

に
声
を
あ
げ
よ
う
」
と
ス

ピ
ー
チ
。
ム
ン
ク
の
「
叫

び
」
を
自
分
で
書
い
た
画

を
持
っ
て
行
進
に
参
加
、

車
椅
子
の
人
、
電
動
車
椅

子
の
方
も
い
た
。
花
園
神

社
ま
で
行
進
し
た
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
）　

（11 日、新宿）

ロ
シ
ア
へ
の
抗
議
に

参
加

ウクライナ支援募金にご協力を
日本共産党中央委員会

　お預かりした募金は、全額を国連難民高等弁務官事
務所（ＵＮＨＣＲ）、国連児童基金（ユニセフ）に届け、
ウクライナの人々への支援に充てます。

【郵便振替】
▽口座番号　００１７０－７－９８４２２
▽加入者名　日本共産党中央委員会
＊通信欄に「ウクライナ募金」と明記ください。
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権
と
同
じ
立
場
に
身
を
置

く
こ
と
に
な
る
」
と
批
判
。

「
世
界
が
核
に
よ
る
脅
威

に
核
で
対
抗
す
る
な
ら
ば
、

人
類
社
会
は
破
滅
の
ふ
ち

に
追
い
や
ら
れ
る
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　
「
核
に
よ
る
脅
威
を
取

り
除
く
方
法
は
一
つ
し
か

な
い
。
全
世
界
か
ら
核
兵

器
を
廃
絶
す
る
こ
と
だ
」

と
強
調
。「
そ
れ
を
条
約
と

し
て
刻
ん
だ
の
が
核
兵
器

禁
止
条
約
」「
今
日
本
が
や

る
べ
き
は
、
核
兵
器
禁
止

条
約
へ
の
参
加
で
あ
り
、

『
核
兵
器
の
な
い
世
界
』を

実
現
す
る
先
頭
に
立
つ
と

い
う
唯
一
の
戦
争
被
爆
国

と
し
て
の
役
割
を
発
揮
す

る
こ
と
だ
」
と
主
張
し
ま

し
た
。

ウクライナ侵略やめよ！

う
も
と
で
、
核
兵
器
は
人

間
に
決
し
て
持
た
せ
て
は

な
ら
な
い
「
絶
対
悪
」
の

兵
器
だ
と
指
摘
。「
日
本
も

核
共
有
を
や
る
」
と
い
う

議
論
は
「
核
に
よ
る
脅
威

に
核
で
対
抗
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
、
プ
ー
チ
ン
政

軍
事
行
動
を
直
ち
に
停
止
を

G7
学
術
機
関
が
共
同
声
明

　
核
心
的
価
値
観
へ
の
侵
害

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
を
め
ぐ
っ
て
、

日
本
学
術
会
議
な
ど
主
要

７
カ
国
（
G7
）
の
各
国
を

代
表
す
る
学
術
機
関
が
２

日
、ロ
シ
ア
に
対
し
て
、ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
行
動

を
直
ち
に
停
止
し
て
戦
争

を
終
わ
ら
せ
る
よ
う
求
め

る
共
同
声
明
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

声
明
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
攻
撃
に
つ
い
て
「
国

際
法
と
人
類
の
核
心
的
な

価
値
観
へ
の
あ
か
ら
さ
ま

な
侵
害
だ
」
と
指
摘
。
ロ

シ
ア
の
侵
略
は
、
学
問
の

自
由
や
科
学
的
交
流
・
協

力
の
基
盤
と
な
る
自
由
、

民
主
主
義
、
自
己
決
定
の

基
本
原
則
に
対
す
る
攻
撃

だ
と
批
判
し
て
い
ま
す
。

ま
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
立
科

学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
支
援
と

科
学
界
と
の
連
帯
を
表
明

し
て
い
ま
す
。
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原発攻撃
人類の生存脅かす犯罪

　

安
倍
元
首
相
は
テ
レ
ビ

で
、「
プ
ー
チ
ン
と
し
て
は

領
土
的
野
心
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
」「
ロ
シ
ア
の
防

衛
、
権
益
の
防
衛
、
安
全

の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら

行
動
」
と
述
べ
、
プ
ー
チ

ン
を
露
骨
に
擁
護
し
ま
し

た
。
同
氏
の
発
言
は
、
第

２
次
大
戦
後
、
千
島
を
不

当
に
奪
わ
れ
な
が
ら
ロ
シ

ア
の
覇
権
主
義
に
対
し
て

屈
従
外
交
を
続
け
て
き
た

日
本
政
府
の
姿
勢
を
あ
ら

安
倍
氏
の
プ
ー
チ
ン
擁
護

ロ
シ
ア
へ
の
屈
従
路
線
破
た
ん

　
　
日
本
の
対
ロ
外
交
は
見
直
せ

　

ロ
シ
ア
は
４
日
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
南
部
に
あ
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
最
大
級
の
原
発
の

関
連
施
設
へ
の
砲
撃
を
行

い
施
設
の
一
部
を
破
壊
し

ま
し
た
。

　

万
が
一
に
も
稼
働
中
の

原
子
炉
が
破
壊
さ
れ
れ
ば
、

放
射
性
物
質
で
世
界
規
模

の
大
惨
事
に
な
る
危
険
が

あ
り
ま
す
。
同
原
発
か
ら

放
出
さ
れ
る
放
射
能
量
は

広
島
に
投
下
さ
れ
た
原
爆

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
。「
７
日
の
３
度
目
の

停
戦
交
渉
も
合
意
に
至
ら

な
か
っ
た
」「
９
日
、ロ
シ

い
」「
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
当

時
の
生
々
し
い
映
像
を
家

族
で
視
聴
し
、
災
害
時
の

避
難
場
所
な
ど
再
確
認
し

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

府
内
の
未
就
学
児
が
死
亡

し
た
。
基
礎
疾
患
は
な

か
っ
た
と
の
こ
と
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

春
闘
。「
ス
ト
ラ
イ
キ
一

票
投
票
は
98
・
76
％
の
高

率
批
准
。
持
株
グ
ル
ー
プ

本
部
は
99
・
02
％
と
過
去

最
高
だ
っ
た
」「
来
週
が
ヤ

マ
場
だ
」「
こ
の
と
こ
ろ
生

活
関
連
品
が
軒
並
み
値
上

が
り
し
て
い
る
。
要
求
は

満
額
取
っ
て
ほ
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

北
京
冬
季
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
。「
Ｉ
Ｐ
Ｃ
は
一
転

し
て
ロ
シ
ア
と
ベ
ラ
ル
ー

シ
の
選
手
の
参
加
を
認
め

な
か
っ
た
」「
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
選
手
は
活
躍
し
て
い

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ス
ギ
花
粉
飛
散
が
本
格

化
。「
朝
起
き
て
目
の
痒

み
、
鼻
水
、
く
し
ゃ
み
が

ひ
ど
く
、
か
か
り
つ
け
医

に
受
診
。
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
が
気
に
な
っ
た
が
、
目

の
痒
み
や
充
血
は
花
粉
症

で
し
か
認
め
ら
れ
な
い
と

言
わ
れ
安
心
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
だ
い
ぶ
暖
か
く
な
っ

て
き
た
」「
庭
の
コ
ブ
シ
の

花
が
開
花
し
た
」

わ
に
示
し
ま
し
た
。

　

千
島
列
島
は
そ
の
全
体

が
１
８
７
５
年
の「
樺
太
・

千
島
交
換
条
約
」
で
平
和

的
に
確
定
し
た
日
本
領
で

す
。
し
か
し
ロ
シ
ア
は
い

ま
も
千
島
を
支
配
、「
力
に

よ
る
現
状
変
更
」
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
日
本
は
、
卑
屈

に
も
国
後
、
択
捉
な
ど
４

島
を
「
北
方
領
土
」
と
し
、

４
島
だ
け
の
返
還
を
要
求
。

国
際
法
上
も
通
用
し
な
い

要
求
に
交
渉
停
滞
。

　

打
開
の
た
め
安
倍
政
権

が
と
っ
た
の
は
プ
ー
チ
ン

氏
と
の
個
人
的
な
関
係
を

築
く
“
す
り
寄
り
”
で
す
。

ク
リ
ミ
ア
併
合
に
も
非
難

せ
ず
、
従
来
の
「
４
島
返

還
」
も
投
げ
捨
て
、「
２
島

返
還
」
に
大
後
退
。
日
ロ

経
済
協
力
ま
で
約
束
。
明

ら
か
に
屈
従
路
線
は
破
綻

で
す
。

　

岸
田
首
相
は
今
回
、「
力

に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変

更
の
試
み
」「
国
際
法
違

反
」
と
明
言
し
ま
し
た
が
、

一
方
で
安
倍
政
権
が
敷
い

た
立
場
を
引
き
継
い
で
い

ま
す
。
日
本
政
府
は
こ
れ

ま
で
の
対
ロ
外
交
の
誤
り

を
認
め
、
道
理
に
立
っ
た

交
渉
を
進
め
る
立
場
へ
の

転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

の
50
～
60
個
分
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

原
子
炉
の
破
壊
が
な
く

て
も
、
電
源
喪
失
な
ど
の

冷
却
機
能
が
失
わ
れ
れ
ば

メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
（
炉
心
溶

融
）
を
引
き
起
こ
す
危
険

も
あ
り
ま
す
。

　

人
類
全
体
の
生
存
を
脅

か
す
犯
罪
行
為
と
な
り
か

ね
な
い
原
発
攻
撃
は
断
じ

て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

ア
軍
が
マ
リ
ウ
ポ
リ
の
小

児
科
・
産
婦
人
科
病
院
を

空
爆
し
た
。
卑
劣
な
無
差

別
攻
撃
だ
」「
10
日
、ウ
ク

ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
外
相

が
初
の
会
談
を
行
っ
た
が

進
展
は
な
か
っ
た
」「
ウ
ク

ラ
イ
ナ
か
ら
周
辺
国
へ
避

難
し
た
人
は
２
３
０
万
人
、

今
後
さ
ら
に
増
え
る
と
い

う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
11

年
。「
今
も
３
万
８
千
人
が

避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て

い
る
」「
各
地
で
犠
牲
者
を

追
悼
し
、
記
憶
を
伝
え
る

行
事
が
行
わ
れ
た
」「
復
興

予
算
は
大
幅
に
減
額
さ
れ

た
」「
原
発
の
汚
染
水
の
問

題
や
、
廃
炉
作
業
の
遅
れ

な
ど
収
束
は
み
え
て
な

11
日
の
東
京
都
の
新
た
な

感
染
者
は
８
４
６
４
人
と

先
週
の
金
曜
よ
り
２
０
５

３
人
減
っ
た
」「
10
日
、都

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
会
議
が

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
別
系
統

Ｂ
Ａ
・
２
の
増
加
傾
向
を

指
摘
し
、
感
染
再
拡
大
を

懸
念
し
た
」「
10
日
、京
都

大企業の内部留保は 130 兆円増え、
実質賃金は 22万円減少


